
両中学校プールの今年度の開放は困難と考えており、
今後に向けて検討したい。 　　　（藤森教育部長）

Ａ

中学校のプールを町民へ開放Q

佛圓大源議員

現
在
閉
鎖
し
て
い
る
両
中
学

校
の
プ
ー
ル
を
水
中
歩
行
等
が

で
き
る
よ
う
改
良
し
、
健
康
増

進
の
一
環
と
し
て
広
く
町
民
に

開
放
す
る
こ
と
は
い
か
が
か
。

中
学
校
の
プ
ー
ル
を
町
民
へ

開
放
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

・
両
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
修
繕

と
維
持
管
理
に
は
、
多
額
の
費

用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

・
両
中
学
校
の
プ
ー
ル
は
野
外

に
あ
り
、
温
水
プ
ー
ル
で
な
い

た
め
開
放
期
間
が
７
・
８
月
の

２
か
月
間
と
短
い
こ
と
。

・
安
全
に
開
放
す
る
た
め
の
監

視
員
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
。

・
10
数
年
以
上
も
一
般
へ
の

プ
ー
ル
を
使
っ
た
教
室
を
行
っ

て
い
な
い
の
で
教
室
の
指
導
者

の
確
保
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ

と
。
等
の
事
情
に
よ
り
、
両
中

学
校
プ
ー
ル
の
今
年
度
の
開
放

は
困
難
と
考
え
て
い
る
が
、
今

後
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。
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６
月
19
日
に
文
教
委
員
会
を

開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
第
三
小
学
校

を
訪
問
し
授
業
参
観
を
行
っ
た

後
に
、
校
長
先
生
と
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

ま
た
、
教
育
部
よ
り
昨
年
度

の
主
要
事
業
の
実
績
と
今
年
度

の
主
要
事
業
の
執
行
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

６
月
20
日
に
総
務
厚
生
委
員

会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
総
務
部
・
民

生
部
及
び
会
計
課
よ
り
昨
年
度

の
主
要
事
業
の
実
績
状
況
と
今

年
度
主
要
事
業
の
概
要
及
び
課

題
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。そ

の
後
、
昨
年
度
建
設
さ
れ

た
防
災
備
蓄
倉
庫
を
視
察
し

た
。６

月
27
日
に
産
業
建
設
委
員

会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
建
設
部
よ
り

昨
年
度
の
主
要
事
業
の
実
績
報

告
と
、
今
年
度
の
主
要
事
業
の

実
施
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

そ
の
後
、﹁
深
原
地
区
町
有

地
造
成
地
﹂
と
﹁
町
道
深
原
公

園
線
﹂
の
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

５
月
22
日
、﹁
広
島
県
町
議

会
議
員
研
修
会
﹂
が
広
島
市
内

で
開
催
さ
れ
多
数
の
議
員
が
参

加
し
た
。

前
総
務
省
自
治
財
政
局
長
・

元
地
域
力
創
造
審
議
官
の
椎
川

忍
氏
に
よ
る
﹁
私
の
考
え
る
地

域
力
創
造
の
ポ
イ
ン
ト
﹂
と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
解
説
委
員 

石
川
一
洋
氏

に
よ
る
﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ

る
ロ
シ
ア
と
欧
米
﹂
に
つ
い
て
、

講
演
を
受
け
た
。

▲文教委員会の様子

▲防災備蓄倉庫

▲深原地区町有地造成地

議
会
会
長
・
広
島
県
福
祉
協
議
会
会
長
・

日
本
各
種
学
校
協
会
会
長
広
島
県
知
事

呉
市
長
及
各
新
聞
社
社
長
の
表
彰
状
並

に
感
謝
状
を
受
け
る
等
、
感
慨
正
に
無

量
な
り
。

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
十
日
建
之

　
平
田
家
は
、
元
来
浅
野
藩
四
十
二
万
国
の

う
ち
、
安
芸
郡
熊
野
分
三
千
石
給
庄
屋
を
務

め
て
い
ま
し
た
が
、
大
正
８
年
に
当
時
の
当

主
で
あ
っ
た
澤
意
氏
が
呉
市
に
移
住
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
澤
意
氏
は
、
昭
和
20
年
７
月
１
日
の
大
空

襲
に
よ
り
、
焼
け
野
原
と
な
っ
た
呉
市
に
て

戦
後
、
戦
争
未
亡
人
と
な
っ
た
方
々
が
技
術

を
習
得
し
自
立
す
る
た
め
に
い
ち
早
く
、
平

田
学
園
︵
洋
裁
学
校
︶
と
共
に
幼
稚
園
を
設

立
さ
れ
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
無
償
で
預

か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
後
も
呉
市
の
発
展
の
た
め
、

ご
尽
力
さ
れ
、
碑
文
に
も
あ
る
よ
う
に
様
々

な
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
田
家
の
ご
子
孫
は
、
今
で
も
呉
市
に
て

銀
の
鈴
保
育
園
を
運
営
さ
れ
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
き
め
細
か
く
保
育
し
、
元

気
な
子
ど
も
を
育
て
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
碑
は
熊
野
の
地
に
生
ま
れ
た
祖
先
を

想
い
感
謝
を
込
め
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

第13回

　
新
宮
地
区
新
宮
苑
の
東
に
台
座
を
含
め
る

と
５
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
ひ
と
き
わ
大
き
な

石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
碑
に
は
、

次
の
よ
う
な
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
上
天
皇
陛
下
御
在
位
五
十
周
年
記

念
ニ
文
部
大
臣
認
可
財
団
法
人
平
田
学

園
創
立
三
十
周
年
記
念
。
広
島
県
知
事

認
可
銀
の
鈴
保
育
園
設
立
二
十
五
周
年

記
念
等
に
合
わ
せ
、
此
処
熊
野
村
六
五

〇
番
屋
敷
は
我
が
遠
祖
以
来
今
日
迄
ニ

平
田
︵
屋
号
を
平
屋
︶
家
の
人
人
が
生

ま
れ
育
ち
、
永
遠
に
眠
れ
る
処
で
あ
り

我
等
が
郷
土
、
熊
野
地
の
青
山
緑
水
永

く
清
か
ら
ん
こ
と
を
祈
る
と
共
に
、
遠

祖
以
来
の
高
恩
を
感
謝
し
景
仰
の
念
と

ど
め
難
く
謹
ん
で
玆
に
こ
の
碑
を
建
て

る
。
思
え
ば
大
正
八
年
呉
市
に
転
入
平

田
工
務
店
登
録
十
二
年
京
都
社
寺
建
築

棟
梁
修
行
を
了
え
同
十
四
年
帰
呉
昭
和

十
一
年
陸
・
海
軍
御
用
達
登
録
同
二
十

一
年
文
武
大
臣
認
可
財
団
法
人
平
田
学

園
設
立
・
理
事
長
至
現
在
、
同
年
双
葉

幼
稚
園
設
立
︵
後
沢
原
家
に
贈
る
︶
同

二
十
六
年
広
島
県
知
事
認
可
銀
の
鈴
保

育
園
設
立
園
長
至
現
在
。
こ
の
間
宮
内

庁
よ
り
紺
綬
褒
賞
叙
勲
、
逓
信
大
臣
・

海
軍
大
臣
・
文
武
大
臣
・
日
本
福
祉
協

遠
祖
思
慕
之
碑

▲遠祖思慕之碑（高さ：300㎝、横：103㎝）

取
材
／
民
法
・
時
光
・
片
川
・
沖
田

～ 遠祖に感謝を込めて ～～ 遠祖に感謝を込めて ～

文
教
委
員
会
を
開
催

総
務
厚
生
委
員
会
を
開
催

広
島
県
町
議
会
議
員
研
修
会

産
業
建
設
委
員
会
を
開
催

※

各
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。


